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賛  美   ～生ける限り～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

★共に礼拝をお捧げできる恵みを感謝します。神の守りと助けを祈ります！ 

☆本日からアドベント（待降節）に入ります。主のご降誕を祈り迎えます。 

★今週の祈り会は、〇早天祈祷会：月曜朝６時。〇木曜祈祷会：午前 10時半～ 

・19時半～〔大和の祈祷会映像〕。〇準備祈祷会：土曜夜８時。 

☆来週の日曜日の午後１時～、執事会を行います。クリスマスに向けて…。 

〔 ≪ 予 告 ≫ １２／２０(日)：クリスマス礼拝 〕 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１１/２９－１２/６〕 
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「しかし、すべてのものの終わり〈完成の時〉がいまや近づいて来ました。だから、健全な心を

保ち〈自制し〉なさい。また油断なく祈祷〔の実践〕に励みなさい。何よりもまず、互いに熱い

〈尽きることのない〉愛を保ちなさい。愛は多くの罪をおおう〈他人の罪を赦し、不問に付す〉

からです。｣                       ペテロの第一の手紙４章７-８節〔詳訳聖書〕 
 

ペテロの時代に、ペテロだけではなく、パウロも、またその他の使徒たちも、「世の終わりが

近づいている」と何度も警告しています。イエス様も「神の国は近づいた。悔い改めて福音を

信じなさい！」と語り続けました。しかし、その時から２０００年以上の年月が過ぎてしまいま

した。あの弟子たちが語っていた言葉はどうなったのか？と疑問に思います。 

しかし、神様にとっては一日は千年のように、千年は一日のように時間の概念を超越され

ていて、イエス様が来られた時から、世の終わりが始まっていて、今はその時から比べると、更

に比較にならないくらいに、世の終わりが目の前にきている、私たちは崖っぷちに立たされて

いると言えるわけです。しかし、ペテロはすでに世の終わりに生きる者の生き方を教えてくれて

います。➀「目を覚まして祈りの生活をする」…これは、絶えず祈るということ。“Stay 

wide-awake”しっかりと目を覚ました状態。そして、対外的には➁「愛の実践」です。このこと

については、後の箇所で、「互いに〈すなわち、信仰の家族の者たちは〉心からもてなし合い

なさい〈親切でありなさい、すなわち、キリストのからだに属しているあなたがたのところに来

る未知の客、外国人、貧しい人や、その他すべての人々に対して、兄弟の愛情を持つ者、

見知らぬ人を愛する者になりなさい〉。そして〔どのような場合にも〕物惜しみしないで、快く

〈つぶやくことなく、〔キリストの代理者として〕心から、あいそうよく〉もてなしなさい。」（９節）と

表現されています。 

また１２節からは、思いがけない試練に出会ってしまったときには、驚き慌てることがないよ

うに勧めています。これは、キリスト者であるが故の迫害だけに限ったことではなく、人間として

出会う試練も含まれています。しかし、すべての試練に対して喜びをもって乗り越えるようにと

勧めています。特に、クリスチャンであるがゆえに馬鹿にされ、傷つけられ、苦しめされたなら

ば、自分が特別に価値ある者とされたことの証しでもあるので、神様を賛美しなさい！とまで

語っています。私たちは非常識な人生では困りますが、常識を超えた“超常識の世界を生

きているのだ！”と以前の大川牧師のメッセージで養われた言葉です。私たちはどうしてもこ

の世の尺度で信仰の世界さえも見てしまいそうになってしまいますが、決してそうではなく、神

様の尺度で正しく見ていただいているのだということを思い、最後の節に書かれているように

「…真実であられる創造主に自分の魂（全存在）を」〔新共同〕委ねて生きていくのです！ 

「万物の終りが近づいている」 
～今の時代をどのように生きたらよいのか？～ 


